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（
措
置
命
令
等
）

第
十
五
条

都
道
府
県
知
事
は
、
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
認
定
畜
舎
等
又
は
認
定
畜
舎
等
の
敷
地
が
あ
る

と
き
は
、
当
該
認
定
畜
舎
等
に
係
る
認
定
計
画
実
施
者
、
当
該
認
定
畜
舎
等
に
関
す
る
工
事
の
請
負
人
（
請
負
工
事

の
下
請
人
を
含
む
。）若
し
く
は
現
場
管
理
者
、
当
該
認
定
畜
舎
等
の
敷
地
の
所
有
者
又
は
当
該
認
定
畜
舎
等
若
し
く

は
当
該
認
定
畜
舎
等
の
敷
地
の
管
理
者
若
し
く
は
占
有
者
に
対
し
、
当
該
工
事
の
施
工
の
停
止
を
命
じ
、
又
は
相
当

の
猶
予
期
限
を
付
け
て
、
当
該
認
定
畜
舎
等
の
除
却
、
改
築
、
増
築
、
使
用
の
禁
止
、
使
用
の
制
限
そ
の
他
当
該
違

反
を
是
正
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
認
定
畜
舎
等
が
利
用
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
認
定

畜
舎
等
に
係
る
認
定
計
画
実
施
者
に
対
し
、
相
当
の
猶
予
期
限
を
付
け
て
、
当
該
認
定
畜
舎
等
の
利
用
の
方
法
の
改

善
、
使
用
の
禁
止
、
使
用
の
制
限
そ
の
他
当
該
違
反
を
是
正
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と

が
で
き
る
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
七
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
認
定
畜
舎
等
の
用
途
が
変
更
さ
れ
畜
舎
等
以
外
の
も
の

と
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
認
定
畜
舎
等
に
係
る
認
定
計
画
実
施
者
に
対
し
、
相
当
の
猶
予
期
限
を
付
け
て
、
当

該
認
定
畜
舎
等
の
用
途
の
変
更
、
使
用
の
禁
止
、
使
用
の
制
限
そ
の
他
当
該
違
反
を
是
正
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置

を
と
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

都
道
府
県
知
事
は
、
譲
受
人
等
、
清
算
法
人
等
又
は
次
条
第
四
項
に
規
定
す
る
認
定
計
画
実
施
者
で
あ
っ
た
者
若

し
く
は
そ
の
承
継
人
が
そ
れ
ぞ
れ
第
十
条
第
五
項
、
第
十
一
条
第
二
項
又
は
次
条
第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
て
失
効

畜
舎
等
の
使
用
を
停
止
せ
ず
、
又
は
保
安
上
の
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
当
該

失
効
畜
舎
等
の
使
用
を
停
止
し
、
又
は
当
該
保
安
上
の
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
措
置
を
命
じ
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
過
失
が
な
く
て
そ
の
措
置

を
命
ぜ
ら
れ
る
べ
き
者
を
確
知
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
か
つ
、
そ
の
違
反
を
放
置
す
る
こ
と
が
著
し
く
公
益
に
反
す

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
者
の
負
担
に
お
い
て
、
そ
の
措
置
を
自
ら
行
い
、
又
は
そ
の

命
じ
た
者
若
し
く
は
委
任
し
た
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
相
当
の
期
限
を
定
め
て
、

そ
の
措
置
を
行
う
べ
き
旨
及
び
そ
の
期
限
ま
で
に
そ
の
措
置
を
行
わ
な
い
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
又
は
そ
の
命
じ

た
者
若
し
く
は
委
任
し
た
者
が
そ
の
措
置
を
行
う
べ
き
旨
を
あ
ら
か
じ
め
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
認
定
の
失
効
等
）

第
十
六
条

第
十
条
第
五
項
及
び
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
場
合
の
ほ
か
、
認
定
畜
舎
等
の
全
部
が
除
却
そ
の
他

の
事
由
に
よ
り
滅
失
し
た
と
き
は
、
第
三
条
第
一
項
の
認
定
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
第
三
条
第
一
項
の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一

認
定
計
画
実
施
者
が
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
、
第
三
条
第
一
項
の
認
定
、
第
四
条
第
一
項
の
変
更

の
認
定
又
は
第
十
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
認
可
を
受
け
た
と
き
。

二

認
定
計
画
実
施
者
が
第
三
条
第
四
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

三

認
定
計
画
実
施
者
が
、
第
四
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
を
当
該
認
定
を
受
け

な
い
で
変
更
し
た
と
き
。

四

認
定
計
画
実
施
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
て
、
認
定
畜
舎
建
築
利
用
計
画
に
記
載
し
た
建
築
等
の
工
事
の
着

手
の
予
定
年
月
日
の
経
過
後
一
年
以
内
に
工
事
に
着
手
せ
ず
、
又
は
建
築
等
の
工
事
の
完
了
の
予
定
年
月
日
の
経

過
後
一
年
以
内
に
工
事
を
完
了
し
な
い
と
き
。

五

認
定
計
画
実
施
者
が
前
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

六

認
定
計
画
実
施
者
か
ら
認
定
畜
舎
建
築
利
用
計
画
に
基
づ
く
畜
舎
等
の
建
築
等
又
は
利
用
を
取
り
や
め
る
旨
の

申
出
が
あ
っ
た
と
き
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
十
条
第
五
項
、
第
十
一
条
第
二
項
若
し
く
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
三
条
第
一
項
の
認

定
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。）が
そ
の
効
力
を
失
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
、
又

は
前
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
認
定
計
画
実
施
者
で
あ
っ
た
者
又
は

そ
の
承
継
人
（
第
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
が
そ
の
効
力
を
失
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
譲
受
人
等
、
第
十
一

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
が
そ
の
効
力
を
失
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
清
算
法
人
等
を
そ
れ
ぞ
れ
含
む
。）に
通
知

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

認
定
計
画
実
施
者
で
あ
っ
た
者
又
は
そ
の
承
継
人
は
、
第
二
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。）の
規
定
に
よ
り

認
定
が
取
り
消
さ
れ
た
と
き
は
、
失
効
畜
舎
等
に
つ
い
て
新
た
な
畜
舎
建
築
利
用
計
画
を
作
成
し
認
定
を
受
け
た
場

合
、
失
効
畜
舎
等
の
譲
渡
に
つ
い
て
第
十
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
場
合
又
は
失
効
畜
舎
等
及
び
そ
の
敷
地
が
現

に
建
築
基
準
法
令
の
規
定
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
都
道
府
県
知
事
の
確
認
を
受
け
た
場
合
を
除
き
、
前
項

の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
百
二
十
日
以
内
に
、
当
該
失
効
畜
舎
等
の
使
用
を
停
止
し
、
保
安
上
の
措
置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
失
効
畜
舎
等
に
つ
い
て
新
た
な
畜
舎
建
築
利
用
計
画
を
作
成
し
認
定

を
受
け
る
ま
で
の
間
、
当
該
失
効
畜
舎
等
の
譲
渡
に
つ
い
て
同
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
る
ま
で
の
間
、
当
該
失
効

畜
舎
等
及
び
そ
の
敷
地
が
現
に
建
築
基
準
法
令
の
規
定
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
都
道
府
県
知
事
の
確
認
を

受
け
る
ま
で
の
間
又
は
当
該
失
効
畜
舎
等
の
全
部
が
除
却
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
滅
失
す
る
ま
で
の
間
は
、
当
該
認

定
計
画
実
施
者
で
あ
っ
た
者
又
は
そ
の
承
継
人
を
認
定
計
画
実
施
者
と
、
当
該
失
効
畜
舎
等
を
認
定
畜
舎
等
と
そ
れ

ぞ
れ
み
な
し
て
、
第
七
条
、
第
八
条
、
第
十
条
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
十
二
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
前
条
（
第

四
項
を
除
く
。）、
次
条
並
び
に
第
十
八
条
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
罰
則
を
含
む
。）を
適
用
す
る
。

第
四
章

雑
則

（
工
事
現
場
に
お
け
る
認
定
の
表
示
等
）

第
十
七
条

認
定
畜
舎
等
の
建
築
等
の
工
事
の
施
工
者
は
、
当
該
工
事
現
場
の
見
や
す
い
場
所
に
、
主
務
省
令
で
定
め

る
様
式
に
よ
っ
て
、
認
定
計
画
実
施
者
、
設
計
者
、
工
事
施
工
者
及
び
工
事
の
現
場
管
理
者
の
氏
名
又
は
名
称
並
び

に
当
該
工
事
に
係
る
第
三
条
第
一
項
の
認
定
又
は
第
四
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
が
あ
っ
た
旨
の
表
示
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２

認
定
畜
舎
等
の
建
築
等
の
工
事
の
施
工
者
は
、
当
該
工
事
に
係
る
設
計
図
書
を
当
該
工
事
現
場
に
備
え
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
工
事
中
の
認
定
畜
舎
等
に
対
す
る
措
置
）

第
十
八
条

都
道
府
県
知
事
は
、
第
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
場
合
の
ほ
か
、
建
築
等
又
は
除

却
の
工
事
の
施
工
中
に
使
用
さ
れ
て
い
る
認
定
畜
舎
等
が
、
安
全
上
、
防
火
上
又
は
避
難
上
著
し
く
支
障
が
あ
る
と

認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
認
定
畜
舎
等
に
係
る
認
定
計
画
実
施
者
又
は
当
該
認
定
畜
舎
等
の
管
理
者
若
し
く

は
占
有
者
に
対
し
、
相
当
の
猶
予
期
限
を
付
け
て
、
当
該
認
定
畜
舎
等
の
使
用
の
禁
止
、
使
用
の
制
限
そ
の
他
安
全

上
、
防
火
上
又
は
避
難
上
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
十
五
条
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。

（
面
積
、
高
さ
等
の
算
定
）

第
十
九
条

畜
舎
等
の
敷
地
面
積
、
建
築
面
積
、
床
面
積
、
高
さ
そ
の
他
の
畜
舎
等
の
規
模
に
係
る
事
項
の
算
定
方
法

は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
。

（
助
言
又
は
援
助
等
）

第
二
十
条

都
道
府
県
知
事
は
、
主
務
大
臣
に
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
助
言
又
は
援
助
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

２

主
務
大
臣
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
勧
告
、
助
言
若
し
く
は
援
助
を
し
、

又
は
必
要
な
参
考
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
主
務
大
臣
へ
の
報
告
等
）

第
二
十
一
条

主
務
大
臣
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
報
告
又
は
資
料
の
提
出
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
木
材
を
利
用
し
た
畜
舎
等
の
普
及
の
促
進
）

第
二
十
二
条

農
林
水
産
大
臣
及
び
都
道
府
県
知
事
は
、
畜
舎
等
の
建
築
等
に
関
す
る
施
策
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、

国
内
で
生
産
さ
れ
た
木
材
の
適
切
な
利
用
が
我
が
国
に
お
け
る
森
林
の
適
正
な
整
備
及
び
保
全
並
び
に
地
球
温
暖
化

の
防
止
及
び
循
環
型
社
会
の
形
成
に
資
す
る
こ
と
に
鑑
み
、
国
内
で
生
産
さ
れ
た
木
材
そ
の
他
の
木
材
を
利
用
し
た

畜
舎
等
の
普
及
が
図
ら
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
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